令和元年度第１回　甲府市社会福祉審議会　健康・保健専門分科会
開催日時：令和元年７月１日（月）　午後７時～午後９時
場　　所：甲府市健康支援センター２階大会議室

出席委員：小田切陽一会長、武井啓一委員、植松俊彦委員、古屋好美委員、古屋玉枝委員、
矢野和彦委員、雨宮登美子委員、藤澤惠子委員、浅川菜穂美委員、渡辺光美委員
欠席委員：小松史俊委員
事 務 局：窪田健康政策課長、平嶋課長補佐、小林課長補佐、浅川係長、神宮寺係長、
佐野主任
担 当 課：深澤福祉保健部長、山村福祉保健総室長、渡辺健康増進課長、村山精神保健担
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１．開　会
【事務局】
定刻より少し早いですが、始めたいと思います。本日は大変お忙しい中お集まりいただきまして、ありがとうございます。ただ今より「甲府市社会福祉審議会　健康・保健専門分科会」を開催します。本日の司会を務めます健康政策課長の窪田です。よろしくお願いします。それでは、お手元に配布してあります次第に沿って進行したいと思います。
２．委員紹介
【事務局】
委員の紹介に入ります。委員の皆様方におかれましては、本年４月１日付けで委嘱をしました。今回につきましては委嘱状の交付式は行わず、ご紹介のみとしたいと思いますので、ご了承いただきたいと思います。なお、委嘱状についてはお席に置きますので、後ほどご確認いただきたいと思います。
（委員紹介）
【事務局】
本分科会の委員は１１名です。任期につきましては、本審議会専門分科会運営要領の第４の規定により、本年４月１日から令和２年３月３１日までの１年間となります。保健計画の策定に対しまして、ご意見を賜りたいと存じますので、よろしくお願いします。
３．職員紹介
【事務局】
続いて、職員の紹介に移りたいと思います。
（職員紹介）

【事務局】

以上、８名です。どうぞよろしくお願いします。
４．会長の選出
～事務局一任により会長に選出、異議なし～
５．会長あいさつ
～会長あいさつ～
６．議　事
（１）甲府市社会福祉審議会及び健康・保健専門分科会の概要について
【会　長】
それでは、議事（１）に入りたいと思います。甲府市社会福祉審議会及び健康・保健専門分科会の概要について、事務局よりご説明をお願いします。
【事務局】
～専門分科会について説明～

【会　長】
どうもありがとうございました。ただいま本専門部会の事項等についてご説明をいただきました。何かご質問等ありますでしょうか。よろしいでしょうか。
（２）甲府市社会福祉審議会健康・保健専門分科会運営要領（案）について
【会　長】
それでは、議事（２）に入りたいと思います。甲府市社会福祉審議会健康・保健専門分科会運営要領（案）について、事務局よりお願いします。
【事務局】
～運営要領（案）について説明～
【会　長】
ありがとうございました。ただいま資料４に基づきまして、本専門部会の運営に関わる事項を定める要領案をご説明いただきました。何かご質問等ありますでしょうか。特にご意見はありませんので、この要領案をお認めいただくとのことで、この案に沿って今後本分科会の運営を行っていきたいと思います。よろしくお願いします。
（３）甲府市保健計画の概要及び計画策定スケジュールについて
【会　長】
次に議事（３）に移りますが、甲府市保健計画の概要及び計画策定スケジュールについて、ご説明をお願いします。
【事務局】
～保健計画・策定スケジュールについて説明～
【会　長】
ただいま甲府市保健計画の概要と計画策定スケジュールについての説明がありましたが、何かご質問ご意見はありませんでしょうか。よろしいでしょうか。
（４）現計画の事業実績と評価について
【会　長】
それでは、議事（４）現計画の事業実績と評価とのことで、新しい計画を作る上でのＰＣＤＡを回すことが重要になりますので、まず評価をしっかりと受けて、計画の策定に入っていきたいと思います。実績と評価について、ご説明よろしくお願いします。
【事務局】
～平成３０年度における現計画の事業実績と評価を報告～
【会　長】
ありがとうございました。ただいま、健康計画の評価、平成３０年度のところで概ね９０％以上の達成率をＡとした場合、ほとんどがそこに入ってくるわけですが、一部がん検診の課題も明らかになっていますが、いかがでしょうか。何かご質問やご不明な点があれば、お聞きしたいと思います。
私から質問させていただきます。ＨＰＶのワクチン接種が進まない中で、今、実は若い人たちの子宮頚がんの死亡率が世代的に上がろうとしております。疫学的に死亡率と罹患率が上昇に移行している中で、私たちはもっと危機感を持たなければいけないという個人的な考えがありますが、どのようにしたら若い人たちにさらに受けてもらうことができるのか、少し本気で考えないといけないと思います。特にワクチン接種に対し、市としてどのように考えているのか、お聞きしたいと思います。
【事務局】
子宮頚がんワクチンについては、今のところ国が積極的な勧奨を控えている状況です。甲府市としても、積極的な勧奨は実施いたしませんが、希望がある方については接種していただくよう、引き続き定期接種を実施してまいります。今後につきましては、国の状況をみながら、接種について検討してまいります。
【会　長】
胃がん検診については全国平均よりも高いとのことですが、これは普通のバリウム検査のことに対して、市民が抵抗を持っていることが背景にあるのでしょうか。
【事務局】
胃がん検診についても、国の基準に基づいてバリウム検査を行っていますが、国の動向も注視しながら検診のあり方についても考えていきたいと思っています。
【会　長】
職域での健診を受けている方の実態や把握がなかなか難しいことがあるかと思いますが、実際にはデータの数値が高いと想像してもいいですか。
【事務局】
職域につきましては、協会けんぽと協定を結んでいますので、その情報交換をする中で実態等も捉えるようにしていきたいと考えております。また受診率の向上に向けて、お互いに協力しながら積極的に行っていきたいと思います。
【会　長】
ありがとうございました。人間ドックの受診等の把握はしていますか。
【事務局】
現時点では把握はできないのですが、またアンケート調査等でもがん検診はどちらで受けていますか、どんな形態で受けていますかといった質問を設けておりますので、そういったことからも分析していきたいと思っています。
【会　長】
ありがとうございます。他に何かありますか。
【A委員】
私は全く知らないので申し訳ないですが、子宮がん検診の無料クーポン券は各家庭に何歳から何歳まで配るのですか。
【事務局】
国の２１歳と市の２６歳と３１歳の方に受診勧奨も兼ねながら無料クーポン券をお配りしており、クーポン券を使ってまた受診をしていただきたいと考えています。
【A委員】
これはＨＰＶも同じですか。
【事務局】
ＨＰＶは２６歳と３１歳で行っています。
【A委員】
ワクチンの接種ですが、うち娘はやろうと思って産婦人科に行ったのですが、やっていないと言われました。差し支えがなければ、どんな所で接種できるかを甲府市としてどこかに載せていただくことはできないでしょうか。
【事務局】
全戸配布している健康ガイドには医療機関が載ってはいるのですが、何らかの別のかたちでも情報提供できるようにしたいと思います。
【会　長】
私もワクチンのことは分からないのですが、接種率が低迷していると、医療機関としても、そのワクチンを長い間抱えることも難しいのかなという気がします。実態としてどうなっているのか、また情報を得てきていただければと思います。他に何か質問等ありますでしょうか。
数値目標について、資料１１に細かい説明が無かったかと思いますが、数値目標を立てたときに、考え方がこれで良かったという前提で評価が行われているとのことですが、評価をした上で、例えば本来もう少し高い目標設定があってもよかった、あるいは数値目標も理念的なことを目標として１００％を目指す性質のものがよかったとか、何か改めて評価する上で、目標設定の仕方を少し考えた方がということについて、何かないでしょうか。
例えば、国の健康増進計画の中に記載されているので、「ＣＯＰＤ」についてその認知度を測っていますが、やはり「ＣＯＰＤ」と言われて、市民に周知していく機会や理解してもらう動機付けになることはなかなか難しく、たばこをやめなさいというのであればある程度はその場で言えるかもしれませんが、今後出てくる「ロコモ」もそうですし、「フレイル」もそうですが、ほとんど通じないのではないかという懸念を持っており、市民に向けたアンケートの中でこういう回答をもらったときに、やはり周知の伸びが悪いのは当然かという思いも若干しますので、その点について市はどのようにお考えか、ちょっとお聞きしたいのですが。
【事務局】

申し訳ないのですが、全体的なそういったことになりますと、個々の積み上げみたいになってくるので、この場ではお答えしづらい部分が多々あります。先ほどの目標値も併せまして、今回こういった目標値も踏まえて、次回に向けて検討したいと思います。
【会　長】
ありがとうございます。今後、例えば高齢者の「サルコペニア」や「フレイル」だとか、そういうものを知ってもらわなければいけないのは事実と思います。だけど、それを知っていますかという投げかけだけで市民に問いかけるのは、なかなか限界があるのではないかと思ったりしているので、質問してみました。他に何かありますでしょうか。
【事務局】
補足でフレイルのことについてですが、今、例えば市の健康教室や閉じこもり予防としたクラブ等でも、フレイルの考え方をもって教室等を行ったり、地域でも取り組んでくださったりしているとのことですし、また低栄養のところでも食の関係からアプローチしてくださったりしていますが、やはりフレイルのことがよりご自分のこととの認識がされていない方もいらっしゃる中では、今年度検診データやいろんなところから抽出する中で、その方たちにフレイルの予防教室を企画して考えていこうと思っています。より今ご自分のことと認識していただいたり、その方たちに参加していただいたりする中で、介護状態の予防になるようなことを取り組んでいきたいと考えています。
【会　長】
ありがとうございます。いわゆるハイリスクアプローチというか、そういう取り組みをしていこうということですね。他にありますでしょうか。
【B委員】
愛育会では毎月、定例会という形で地域の方々に来ていただいて、保健師から受診内容とか、ガイドの説明をしていただくのですが、本当に悲しいことに、私どもも一生懸命皆さんに受診に行ってくださいねと言うけども、健診が１つのところで終わらなくていくつも行かなければならないといった意見があり、私たちも活動しながらも周囲に対し、どうしたらいいのか試行錯誤しております。横文字も慣れないのと新しい言葉もなかなか慣れていないのが現状で、私どもでもそのようなことをどうしたら皆さんに分かっていただけるのか苦慮しております。
【会　長】
ありがとうございます。
【C委員】
病気の診療についても、そういう新たな概念についても、本当に目覚ましく前進しているとのことで、おそらく周知啓発、そして市民の皆さんの行動がそれに追いついていかない状態が生まれているのだと思います。
しかも、健康に関心のある方々は、そういう言葉が新聞やテレビで言わないわけではなくて、新しい言葉が出てくると勉強する方もいらっしゃる一方、全くそういうことは読まない、あるいはしたくない、私は健康だと思っている方々の方がどちらかと言うと多いこともあると思います。
やはり、甲府市は山梨県の中でも都市部ですので、そのことに関係なくても便利で生活できていることもありますので、全員啓発して全員に分かってもらえて全員がやっていただく、いわゆるハイリスクアプローチということが大変難しいのではないかと思います。
今、健康づくりの手法として言われているのは、やはり環境改善ですので、あらゆる機会を通じて環境改善をしていったり、無関心な人やあるいは関心はあるけども行動に移せない人を、いかになるべく行動を変えてもらうようにしたりしていくかは、全体的に健康づくりにしても、がんの予防にしても、検診を受けるとか、手法はそれぞれ違うとしても、考え方は同じ方向になるのではないかと思いますので、みんなが健診を受けるのが普通で受けないのが普通ではないとかというような状況にしてくには、やはり皆様のお力が必要で、３自治会の方々が特に何か事業をするということではなくても、自治会の方々がまずはご理解いただいて、そのことが話題になるとか、いろんな集まりの中でその話が出るとか、こういうことに関心を持つ人がまずは増えるところから始める方がいいかなと思っています。
その上で、環境改善するようないろいろな事業を考えていきたいと思っています。まだ始まったばかりですので、その手法については、よく相談して、できることからやっていかないといけないとは思っていますけども、考え方としては、環境改善をして、無関心層や関心はあるけど行動しない方々にどのように動いていただくのかを、いろいろ知恵を絞りたいと思いますので、皆様のお力を是非お借りしたと思っています。
【会　長】
貴重なご意見をいただき、ありがとうございました。市民一人一人の健康づくりに向けた気持ちといいますか、それを上げていくのは、健康都市宣言といったことを通して市民一人一人が自分たちの課題として向き合っていくことを、できるだけ若いうちから進めることが大事と思います。歳をとってから気づくのではなくて、若いうちから自分の健康の課題に自分で向き合うことが非常に重要かと思います。
【D委員】
学校現場では子どもたちに動機付けをさせるためには、子どもが自分の課題として気づくことが私は大事と思っており、目標に向かって楽しくてワクワクしながら、自分で気づいて健康づくりができるような健康教育を目指して行っています。本校の場合ですが、熱中症予防〇×クイズを考えて、虫歯の撲滅、歯と健康づくりのことで何か〇×クイズと楽しくて学べる内容で考え、子どもたちに意識づけをするように努めています。目標はしっかりとしたものが健康教育の狙いにあるのですが、難しくすると子どもたちになかなか分かりませんので、楽しくワクワクするような保健指導を目指すことを私は考えながらやっています。
【会　長】
ありがとうございます。それでは、この評価につきましては、これからの計画策定の議論をまたいただく上でベースになるものではありますので、しっかりご覧いただきまして、また次回以降の検討の際にご意見いただければと思います。
（５）アンケート調査の実施について
【会　長】
それでは議題（５）です。アンケート調査の実施のことで、直近の現状把握に審議のベースにアンケートを実施するとのことですので、事務局にご説明をお願いします。
【事務局】
～アンケートの概要について説明～

【会　長】
ありがとうございました。ただいま甲府市の保健計画に関するアンケート調査についての概要を説明いただきましたが、具体的にはアンケート案というのは資料１３となっていますが、前回のアンケート等で得られたものと比較することになりますので、項目も基本的にはあまり違わず、しかも新しいことをプラスしているとのことですが、ご質問等ありましたらお願いします。皆さん、何かお気付きの点ありますでしょうか。
【E委員】
基本的には今説明がありまして、昨日送っていただいたものを自分なりに回答してみたのですが、分かりにくかった印象があります。何か工夫をするといいのではないかというところで、これをこのまま市民の方にいくのでしょうか、あるいは書式を変える、もう少し活字を大きくする、何らかのかたちでの内容もですけど表現の仕方も、先程来新しい言葉もありましたので、そもそも何か工夫されたりするのかなと思ったのですが、いかがでしょうか。
【事務局】
今回は、前回アンケートとの比較ができるようなレイアウトとなっておりますが、これはあくまでも今回の会議用の資料であり、市民の皆さんにお配りする際には、市民が見やすいようなかたちで分かりやすい表現を心がけて作りたいと思っています。
【会　長】
表現につきましては、前回とあまり変えてしまうと比較性が担保できない部分もございます。アンケートのボリューム的には少し重い感じがしました。
方法について、専門的な立場から検証してみますと、本来甲府市の全体像を捕まえるという意味では、層化抽出といって、性別や年齢に合わせた人口比に合わせて配布するのが１番の理想ではありますが、実際そういうことはなかなかしにくいことが１つにありますので、無作為抽出する方法が妥当かと考えます。
甲府市の人口１８万８千や信頼性と、どれだけ返却されるのかによって大体撒く枚数が決まるのですが、私が見たところ、直近では食育推進計画のアンケートを実施しており、１，９００が配布されて６４３の回収で、３３．８％でした。それからちょっと前のこころの健康に関する調査で３７．８％、前回の保健計画の時も多分３０％台と記憶していますが、そのように考えると大体３割の回収率が見込まれるとすると、３０％では３，６６７書けばいいという計算が出てきます。２５％しか回答がないとすると、４，５００くらい撒かないとしっかりとした妥当性ある回答数が得られないことになりますが、以上のことからほぼ妥当な方法であると考えています。
内容については、特に他にありませんでしょうか。
【A委員】
１番の問６ですが、「１：国民健康保険」、「２：被用者保険」は普通の方は意味分かるのでしょうか。国保、社保、老人ぐらいにした方がわかりやすいのかなと。
【事務局】
分かりました。そこは今のご意見を踏まえて分かりやすい表記で書き直したいと思います。ありがとうございます。
【会　長】
「国保」「社保」を少なくとも併記した方が分かりやすいかもしれないですね。何かお気づきの点はありますでしょうか。
【事務局】
アンケート内容について、もうちょっと詳細に事務局から説明したいと思いますが、よろしいですか。
【会　長】
よろしくお願いします。
【事務局】
～アンケート内容について説明～

【会　長】
ただいま資料を使って、少し内容を説明いただきました。先ほどの続きになりますが、何かご質問や分かりにくいところなどお気づきの点があれば、教えていただければと思います。
【F委員】
健康に関しては僕もずっと考えているのですが、例えば、食と運動と睡眠に集約してしまえば想像できますが、実践活動として健康づくりの中で食の教育どのようにするか考えています。生活習慣を変えるのは、基本は自分の健康を自分で作るということが大切だと思います。したがって、小さい頃からの健康教育が重要であることから、中高年を切り捨てるわけではないのですが、小さい子どもたちをターゲットにして１０年、２０年先の健康づくりを進めることが大切だと思います。具体的には、生産者側の方、医療関係者の方、健康に関わっている方達が協力して、地産地消を大切にしましょうということに取り組んでいくことですが、それがどういう形で健康づくりに結びついていくのか、目指す方向と、どの位をターゲットにするのか検討していくことが必要だと思います。アンケート調査票の歯科の設問は３項目のみで、症状を聞いているだけなので気になっていますが、全体の設問数とのバランスもあると思いますのでこれで良いと思います。
【会　長】
健康づくりにおいて、セルフケアをどういう風に対処するのか、この保健計画を策定するに当たっては、食育を推進することが重要であり、市民の取り組み、市としての取り組みは食育推進計画で取り組んではいますが、健康の計画を策定する上で、なぜ食事のことが書いてないのだろうと思います。保健計画と食育推進計画のように同時に並行して動いているような計画については、再掲というような形で保健計画に掲載するのも良いのではないかと思います。
また、５年くらい前にも議論しているのですが、子供の頃からの健康教育をきちんとやっていかなければならないと思うのですが、今回もやはりこういうことかと感じます。
【D委員】
なかなか学校教育においては、法に基づいて行われており、健康教育にのみ注力し実施できるわけではないので、子ども達に健康づくりを行うためには、家庭を巻き込んだ取り組みが必要となっています。
【G委員】
このアンケートはどの程度の範囲で行われますか。
【会　長】
さきほど事務局からは、２０歳以上の市民について、無作為に抽出した３，５００人を対象にしているということでしたが、選挙権は１８歳からということを考えると、１８歳以上ということでなくてもよろしいでしょうか。あえて２０歳以上ということでなければ、ご検討下さい。
【G委員】
少子高齢化により、年相応の健康づくりというのが必要だと思います。今までは、地区ごとに健康診断を行ってきたと思うのですが、やはり地区ごとに健康診断をすると年齢に応じた健康づくりにつながると思うので、その辺の復活はできないでしょうか。
【事務局】
以前は小学校区を会場として、不特定多数の市民の方が身近なところで受けていただけるように実施していました。集中型ではなく、健診の会場を考慮して行うことが求められますが、昨今の社会情勢により、学校での健診は、不特定多数の市民が来校することから、防犯上リスクがあると判断し、学校での検診は行えないというのが現状です。
【会　長】
このアンケートの実施時期について教えて下さい。
【事務局】
今回のご意見をもとに調査票の修正を行い、７月中旬には実施したいと考えています。

そのあとの集計分析、計画策定を行っていくためには、調査票の修正をかける時間はあまりございませんが、ご意見などがありましたら、事務局の方へ直接お願いしていただければと思います。電話の方で連絡をいただく場合には、事務局の健康政策課になっておりますので、宜しくお願いいたします。
【会　長】
いま事務局からお話いただきましたように、ご連絡をいただければ対応していただくようにいたしますが、ご連絡がない場合につきましては、私と事務局の方に一任いただけるようお願いいたします。最終案としては、委員のみなさまにご連絡させていただきたいと思います。
【H委員】
一番心配なのは、「自助・共助・公助」の考えにもとづく健康づくりの取り組みは定着しているのでしょうか。

【会　長】
おそらく定着はしていないと思います。本当は「自助・共助・公助」によるヘルスプロモーションの考え方が大切ですが、はたしてそこまで意味が理解されているか問題で、市では、漠然と自助の人を育てたいとか、市民の側は、健康づくりのための健康情報の提供や健康資源の整備など、市民の健康づくりを支える幅広い取り組みを求めているけど得られていないなどの現状があると考えらます。
【H委員】
「自助」とは何か、「共助」とは何か、「公助」とは何かという説明を設けた方が良いのではないかと思います。
【会　長】
確かに、説明があった方が親切だと思いますので、事務局には、図入りで説明を加えていただくようお願いいたします。
【I委員】
健康づくり活動について、もう少し食生活改善の内容について具体的にしていただきたいと思います。地域では活動していますが、若者・壮年・高齢者においては、高齢者ではシニアカフェ等での取り組みがみられますが、それに対して、若者と壮年には浸透していないと思います。
【会　長】
そういった関連団体等がエンジンになって動かないと健康づくりの取り組みが促進されないため、保健計画の策定に当たっては、市民の目に周知できるような工夫が必要です。また、アンケートとしては、食に関しているイメージ等の計画もあるため保健計画全体の中で考えていくことが必要だと思います。
【C委員】
健康づくり事業を周知して、活動に参加してもらうためには、地域のボランティアの育成を図り、地域の活性化をして健康意識を高める必要があると思います。
【会　長】
今、お手元に配られているアンケートの内容につきましては、さらにご意見がある場合には事務局までご連絡をお願いします。
【事務局】
アンケートの内容及びレイアウト等につきましては、委員の皆様からいただきましたご意見をもとに、より回答がたくさん得られるように検討したいと思いますのでよろしくお願いいたします。
【会　長】
ありがとうございました。
（６）その他
【会　長】
それでは（６）その他について事務局よりお願いします。
【事務局】
～健康都市宣言に伴うパブリックコメントについて委員の所属団体への周知依頼～
～今後の開催時間について協議～　⇒夜の時間帯での会議開催となった。

７．閉　会
【事務局】
小田切会長、ありがとうございました。以上をもちまして、「第１回甲府市社会福祉審議会健康・保健専門分科会」を終了させていただきます。
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